神奈川大学　工学部
　電気電子情報工学科の皆さんへ　　　　　　　　　　2012年12月14日

                                              　　　土肥　健一（1966/電気　卒業）
　　　　　　　　就活から社会人へ（皆さんへの激励と助言）
１．はじめに
　①在学生：　充実の学修環境を活かす、真摯な態度を培う、自信と誇りをもって卒業
　②卒業生：　終生ついて回る神大卒、厳しい競争、社会でのプレゼンスを上げる
２．自己の会社生活、体験
　①会社生活45年（東芝グループ39年、中国系日本法人など6年）　　
・最初の10年：一人の技術者    ・次の10年：中間管理職（課長、部長）
　　・次の10年：部門責任者（事業（本）部長）　・直近の15年：経営者（役員、社長）
　②仕事と環境
　　・節目の仕事：　・電算機のメンテ　・MFのイラク輸出　・WSでの新事業
　　・事業環境：　・Computer黎明期　・Architectureの移行　・Internetの出現

　　・社会情勢：　・高度成長経済　・プラザ合意　・バブル終焉　・9.11テロ

③体験と教訓：　・辞めたい衝動の払拭　・甘え心の戒め　・コンプレックスの克服
　④会社生活の転機：　・イラクでの仕事　・新規事業の開発　・米国企業との付合い　

３．会社とは、その目標　：「売上を伸ばして儲けること」

　　・売上を伸して雇用を増す・利益を出して賃金を上げる・利益を出して税金を納める

①会社の評価：　・損益計算書(Profit and Loss)　・貸借対照表(Balance sheet)
②重要な経営指標：　・社員一人当りの売上高　・社員一人当りの経常利益
　③会社も人間と同じ：　・力量（PL、BS）　・見識（社風）　・人格（Topのマインド）
４．就職活動の現実
　①建前は自由応募（現実は自由の「のりしろ」小さい、大企業の採用は「学校歴」が
基本、　米国、韓国、中国などは徹底した指定校制度）

　②ねらい目（会社、部門、業種の例）
　　・ソフト（ものづくり構造の変化）　・社会インフラ（安定）　・現場（日本の強み）　
　③採用可否判断のポイント：　・人格（真面目、熱心）　・識見（経済環境や会社目標を踏まえた応答）　・力量（学業成績、特徴、強さ）
５．会社・社会人として
　①仕事を好きになること。仕事に「誇り・喜び・やりがい」をもつこと。
　②競うフイールドを考えること。
　　　・深さ/広さ　　・オフイス/現場　　・国内/海外　
　③会社は競争社会、上昇指向をもち強かに生きること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
